
一　関
花　泉
平　泉
千　厩
藤　沢
大　東
東　山
室　根
川　崎

22 
30 
7 
14 
7 
20 
4 
6 
4 

114 

760
869
777
768
773
776
746
802
693
869

348
289
404
282
375
399
475
476
602
282

16 
31 
2 
23 
4 
12 
9 
16 
3 

116 

906
1,060
758
975
839
887
1,021
858
829
1,060

417
442
480
458
457
330
593
345
572
330

38 
61 
9 
37 
11 
32 
13 
22 
7 

230 

594,897 
663,895 
547,800 
679,919 
633,300 
677,394 
776,431 
661,600 
666,757 
657,173 

115.6%
104.4%
91.0%
117.4%
157.9%
95.9%
110.3%
107.3%
109.5%
106.8%

533,250 
614,973 
527,529 
559,821 
612,543 
627,715 
625,625 
652,117 
641,850 
592,418 

679,663 
711,239 
618,750 
753,022 
669,625 
760,192 
843,456 
665,156 
699,967 
720,813 

支　部 頭数 高値 安値 平均価格 頭数 高値 安値 平均価格 頭数 平均価格
合計去勢雌

前回比（％）

合計・平均

※単位：円（ただし高値・安値は千円）税込みです。

最高販売額の
血統構成
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県南子牛市場　　令和５年２月９日

営農TOPI CS

２月市場

営
農 クセ トレ

令和５年度ＪＡいわて平泉
畜産物出荷経費および生産資材緊急支援対策事業のご案内
　皆さまにおかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申しあげます。
　平素は、ＪＡ事業につきましてご理解、ご協力とご利用をいただき厚く御礼申しあげます。
　さて、当ＪＡでは、飼料高騰対策の一環として、下記のとおり支援策を講じることと
しましたので、ご案内申しあげます。

記
１．事業名
 畜産物出荷経費および生産資材緊急支援対策事業

２．事業内容
 畜産農家の生産基盤を維持拡大するため、出荷経費（ＪＡ手数料）および飼養管理費（配合飼料・
 粗飼料購入額）の一部を交付します。

３．対象者
 当組合に畜産物を出荷している畜産部会の生産者であり、配合飼料・粗飼料を当組合から購入している
 畜産農家

４．支援内容
 令和5年度出荷経費の一部および配合飼料・粗飼料購入額の一部を助成（助成総額２,６００万円以内）

５．提出書類
 提出いただく書類はありません。　※当組合で実績に基づき助成金額を計算いたします。

６．支払日および支払方法
 支払日：令和５年３月中
 支払方法：代金決済口座への振込とさせていただきます
 
７．お問い合わせ　　　　畜産部　☎34-4020
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和牛枝肉販売成績　　令和５年２月

格付
５
等
級
４
等
級

Ｊ
Ａ
い
わ
て
平
泉
販
売
分

３
等
級

雌
単価（円）枝重（kg） 販売額（円） 単価（円）枝重（kg） 販売額（円）

上物率
（格付４等級以上）

去勢

476 

414 

414 

2,420 

2,063 

1,760 

1,147,585 

856,058 

728,648 

542 

481 

542 

2,411 

2,111 

1,903 

1,308,128 

1,014,488 

1,031,426 

95.9%

販売頭数49頭 ※枝重、単価、販売額は平均値

出荷月間最高販売牛
血統紹介

雌の部
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去勢の部
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生産資材߭߫ࠈ

今後のASIAGAPにかかる
方向性を協議

ＪＡ各営農経済センター・経済店舗の
春期営業時間のおしらせ

　ＪＡブランド米部会は2月 9日、ＪＡ管内のASIAGAP

の取り組みを振り返る会議を開きました。

　県農業普及技術課の職員より、国際目標として持続

可能な開発目標（SDGs）が提唱された事による GAP

への影響や、現在の GAP を巡る情勢について説明を受

けた他、2年以上 GAP を取り組む生産者を対象にした

アンケート結果を共有しました。

　アンケートの集計の結果、GAP を導入して管理責任

者の力量向上が確認できたといった回答が見られ、今

後も継続的に農場運営の改善を行い、顧客満足度の向

上を目指すことを確認しました。

ＧＡＰとは？…Good Agricultural Practices（農業生産工程
管理、直訳すると『いい農業の実践』）の略。農薬や農機具
などの備品の整理整頓から生産履歴の記帳といった農業生
産において、食品安全だけでなく環境保全、労働安全等の
持続可能性を確保するための生産工程管理の取り組みです。

　４月３日（月）から５月３１日（水）までの営業時間は、
下記の通りです。確認の上、ご利用ください。

一関地域資材センター
一関市中里字上大林157-1
℡ 23-2266

花泉営農経済センター
花泉町花泉字天神前1
℡ 82-3939

千厩営農経済センター
千厩町千厩字下駒場270-5
℡ 52-5082

大東営農経済センター
大東町摺沢字菅生前61-4
℡ 75-3310

平泉営農経済センター
平泉町平泉字志羅山12-6
℡ 46-2314

藤沢営農経済センター
藤沢町増沢字日当77-2
℡ 63-2331

事　業　所
営　業　時　間

土日・祝日平　日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

営
業
な
し

会議の様子
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